
ふるさと豊間 
復興協議会の 
3年間の取り組み 

「新しい東北」官民連携推進協議会会員交流会 

2014/3/16 



平成23年度（2011年度） 
活動・復興プランの調整 

２０１１年８月２８日   ふるさと豊間復興協議会設立（地区各団体） 

      ９月２６日     復興プラン検討 協議会案を決定          

９月２９日～１０月２６日  市との摺り合わせ会議３回 

     １０月３１日     市の復興プランと条件付き一本化 

     １１月１０日～１６日 全体町会別説明会５回、協議会主催 

     １１月２６日     復興方針の確認、意向調査結果報告 

     １２月        災害公営住宅の早期建設を市に要望   

２０１２年１月～３月  市計画案（区画整理）の協議会との調整 

 



復興まちづくり案／市の復興
計画案 

復興協議会の計画案 

災害公営住宅団地 

（6月より入居開始） 

ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

いわき市復興計画図 



平成24年度（2012年度）1/3 

事務所・生活ｻﾎﾟｰﾄセンターの設置 

◆２０１２年５月～６月 ３回７日間   

  ワークショップによる事務所棟建設（地元有志、一般、学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）  

◆７月末～１１月初   

  Ｔホーム支援によるｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ建設 

 



平成24年度（2012年度）2/3 

住民ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催 

 提言 ：若い世代、子どもが戻れる街を創る  



平成24年度（2012年度）3/3 

情報発信／コミュニティを繋ぐ 

◆広報紙「ふるさと豊間だより」の毎月発行； 
 郵送や回覧で全戸配布を目指す。（9月から） 
 ホームページの開設。メール配信準備中。 

◆生活再建相談会（週2回）開催； 
 サポートセンター（12月から）で、専門家アドバ 

 イザーによる相談。 

◆移動連絡所（face to face の情報発信)； 
 バン型自動車をリースして被災住民の仮住ま 

 い先に出向き、豊間区移動連絡所に仕立てる。 

 双方向のきめ細かい情報交換を行い、区役員 

 等が出向くことで郷土との一体感・連帯感によ  

 る絆の維持を目指す。 



平成25年度（2013年度）1/3 

日曜市の開催（毎月第一日曜日） 

目的； ●離散する住民の交流・復興後のコミュニティ再構築を目指す。 

    ●特産品や野菜等直売ｼｽﾃﾑの構築・産業の再生につなげる。 

    ●仮設店舗、産業・生活拠点の開設、運営につなげる。 

 



平成25年度（2013年度）2/3 

産業再生に向けた取り組み 

600戸のコミュニティと産業の再生；「新しい東北」先導モ
デル事業（復興庁） 



産業再生・交流拠点づくり 

住民交流・協働による産業再生拠点施設 

（直売所・交流施設・特産品加工所・民宿等） 

産業再生・交流拠点施設 

概略イメージ案 



平成25年度（2013年度）3/3 

災害公営住宅団地町会づくり 

◆災害公営住宅団地入居希望者への支援 

 9月20日 入居についての説明会開催 

 10月20/22日 グループ入居の支援  

 12月24日まで 入居手続き等の支援 

◆「住戸交換方法の確認と団地町会づくり」 

  2月22日 （土） 13：30～15：30／17：00～19：00 

  2月23日 （日） 10：30～12：30／14：00～16：00 

◆先進団地視察研修  ３月１日（土）   

 団地自治会の活動事例  尾山台団地（上尾市） 

 ペット共生住宅の事例   松が丘団地（鶴ヶ島市） 

 



平成26年度（2014年度）の
取り組み 



平成26年度（2014年度） 
復興まちづくりの運営体制 
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